
企画書
                                        部局名　　　理学部　　　　　　　　　　　
                                        担当者　　　柴田　晋平　　　　　　　　　
	　区　　 分
	１．教育推進事業

２．学生支援事業

３．研究推進事業

④．社会連携、地域貢献（情報発信）事業

５．国際化推進事業

	事業名
	科学文化の地域拠点形成＠やまがた

	事業計画概要
	【目的と事業成功のための原理】市民生活に深く科学が浸透し科学が文化と認識される地域社会を目指す。「市民が市民に語る科学」には伝達力があり浸透力があることが星のソムリエ(サイエンスコミュニケーター)の活動によって示されている。成功の原理は、科学を通した「自己表現」と「共感」が生きがいを作り出すことである。これは音楽、文学、スポーツなどと共通原理であり、まさにこれは科学が文化になることが実現している。サイエンスコミュニケーションは政策のトレンドであり外部資金の導入可能性の高い分野でもある
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【事業】サイエンスコミュニケーターが活動するプラットホームを作ることが本企画の要となる。すでに、完成したプラットホームとして「やまがた天文台」があるが、宇宙に限定されるので、科学一般をカバーしたプラットホームを本企画で形成する。理学部のサポーターズクラブ(市民)である「さいたねット」およびそれをサポートする専門家による研究会(地域の高等教育機関を含む)

を育成する（３年計画）。市民(サイエンスコミュニケーター)と研究者の合同体がさまざまなイベント(サイエンスプログラムズ )を創造し企画・実行することによって市民との対話の中で科学の理解増進・普及が達成される。２０１１年２月１１日にシンポジウムにおいて、基本方針が確認され、有識者による準備会が結成され、２３年以降のプロジェクト準備ができている。(詳細、別紙｢プロジェクト概要｣参照)

	
	（必要性）総合科学技術会議の基本取り組み方針(平成２２年６月１９日付)で示されたように我が国の科学技術の振興のために、更なる国民との科学技術についての対話の推進が要請されている。特に、本プロジェクトで推進するようなサイエンスコミュニケーターによる双方向的な活動や地域の科学文化形成のための学内体制の整備は上記取り組み方針で要求されていることに一致する。


	所要額
	  　　　　　　　　　　　　４，０００，０００円（内訳別紙のとおり）

	部局において
措置可能な予算項目，予定金額

	                         ２，０００，０００ 円

	
	（予算措置が不可能な場合はその理由）


	要　 求 　額
	  　　２，０００，０００円

	事業実施により予想される効果（見返りの収入増，費用対効果）等
	            外部資金の獲得１０，０００，０００円
サイエンスコミュニケーター養成　５０人

プロジェクト受益者年間延べ　５，０００人

	
	総合科学技術会議の基本取り組み方針で示された更なる国民との科学技術についての対話の推進に関する予算措置(公募)に即対応する。プラットホームにおける活動ではＮＰＯ連携モデルを採用するので大学の投資額にたいして２倍程度の効果が得られる。(４００万円の投資に対して８００万円規模の事業を展開できる。)

	中期目標・中
期計画との関
連
	山形大学の将来構想および中期目標３（１）１．における、「地域における文化拠点の形成」のうち自然科学部分を理学部が率先して担うものである。

	前年度同種の事業を実施した場合は、前年度の実施状況及び支出内訳

	本プロジェクトの準備期間として２２年度学長裁量経費による、組織整備し、外部資金の申請(総額２２０万円)を行い、シンポジウムを開催し基本方針の確認とともに準備会を創設した。事務的サポート体制の準備として、｢科学文化の地域拠点形成＠やまがた｣準備室を設けて外部資金等の作成サポートを行った。


（別紙）
所要額の明細
	区　　分
	員　数
	単　価
	金　額
	備　　　　　考

	物品等購入費
天文台機器設備
サイエンスプログラムズ実験費

シンポジウム開催物品
サイエンスカフェ開催物品
科学文化の拠点形成＠やまがた物品
旅　　費
シンポジウム旅費（2回開催）

謝　　金
天文台運営スタッフ
サイエンスプログラムズTA
プロジェクト成果報告作成スタッフ
サイエンスカフェ、会議等講師謝礼
人件費

科学文化の拠点形成＠やまがた推進室
その他
ニュースレター発行
サイエンスプログラムズパンフレット
プロジェクト成果報告書作成費

通信費

保険料
	一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

2回分

3回分

一式

＠80

一式
	300,000円
430,000円

50,000円

100,000円

30,000円

600,000円

820,000円

31,500円

31,500円

100,000円

500,000円

275,000円

67,000円

100,000円

150,000円

7,000円


	300,000円
430,000円

50,000円

100,000円

30,000円

600,000円

820,000円

31,500円

31,500円

100,000円

500,000円

550,000円

200,000円

100,000円

150,000円

7,000円


	 （必要理由等）

天文台消耗品、ドーム、スライドルーフ保守、修理代
各事業実験部材

消耗品（コピー用紙、トナーカートリッジ）

実験キット、消耗品

消耗品（コピー用紙、トナーカートリッジ）

山形⇔東京（2名）、郡山⇔東京（2名）

兵庫⇔東京（2名）、福岡⇔東京（2名）

青森⇔東京（1名）、秋田⇔東京（1名）

岐阜⇔東京（1名）、長野⇔東京（1名）

和歌山⇔東京（1名）

1,000円×3時間×全土曜日、他、4次元宇宙シアター上映（毎月最終土曜日）

院生（@900円）×7時間×5名

院生（@900円）×7時間×5名

10,000円×2時間×5名

1,000円×6時間×96週

3月、9月発行

取材、写真撮影費を含む

メール便代

サイエンスプログラムズ参加者加入費（3回分）

	合　　　計
	
	
	4,000,000円
	



